
市民まちづくり塾などの意見（抜粋）

こども 健康・福祉 文化・学習 住民自治・コミュニティ
・ 安心して子育てができるまち ・ いきいき健康日本一のまち ・ 三次色の文化をみんなで広げていけるまち ・ 一人ひとりが四季折々の三次をもりあげるまち

・ ふるさとが子どもを育て、ふるさとを誇りにできるまち ・ 地域の温かみと安心感のあるまち ・ 男女が協力してつくる，人にやさしく住みよいまち

・ 仕事も子育てもあきらめない欲張りなまち ・ 共に認め合い絆で支えあうまち ・ いつでも，だれでも，体力づくりを実践できる元気なまち

・ 学びたい気持ちを応援するまち ・ 健康寿命の延伸をめざすまち

・ 子どもとともに成長する保育のあるまち

○ 医療費助成など子育て支援の充実 ○ 医療の充実 ○ 文化施設・スポーツ施設が整備されている ○ 地域のつながりがあり，あたたかい

○ 子どもと地域との関わりがある ○ 医療機関等の努力（役割分担・連携など） ○ 史跡・文化財が多く、大切に守っている ○ コミュニティが充実している

△ 子どもが少ない ○ 介護予防の取組が充実している ○ イベント・お祭りが多い 〇 地域活動やボランティアがさかんである

△ 保育所・小学校の統廃合が不安 ○ （運動する）施設が整っている ○ 女性が元気である △ 少子高齢化

△ 学校運営への保護者の関与が少ない △ 医療と介護等の連携・情報共有が不充分 △ 充実した施設が有効活用されていない △ 空き家の増加

△ 学校運営におけるコミュニケーション不足 △ 福祉の相談窓口機能がない △ 伝統行事の継承が難しくなっている △ 集落機能の低下

△ 通学の交通手段がない △ 養成したボランティアの活躍の場がない △ 気軽にスポーツがはじめられない △ 自助・共助の弱まり（地域のつながりの希薄化）

△ 子育てしながらつける仕事が少ない △ 高齢者・障害者等の活躍の場が少ない △ ＰＲ不足 △ 若者が地域に残らない

△ 育児休暇が取れる企業が少ない △ 若い人が帰ってこない

△ 保育士不足 △ 地域行事への若年層の参加が少ない

△ 様々な分野での担い手・後継者不足

△ 住民自治組織まかせなところがある

△ 住民自治組織のあり方があいまい

△ 行政との関係や役割分担のあいまいさ

● 病気になっても安心して暮らせる ▲ 市民と行政の協働のまちづくり

● 高齢者が暮らしやすい ▲ 地域行事が盛んでまちが元気

● 安心して子どもを産み育てる ● 障害者や生活困窮者が暮らしやすい ▲ 人権尊重・男女共同参画を進めている ▲ ボランティア活動をする人が多い

産業・経済 環境 都市
・ 人が集まり、にぎわいがあるまち ・ 豊かな自然をいかし、環境保護に取り組むエコのまち ・ おいしさにぎわうまち

・ みんなが働くことができるまち ・ いろんな人が意見を出し合えて、参加できる人輝くまち ・ ”わ”と居場所のあるまち

・ 楽しくできる農林畜産業があるまち ・ 思いやりと絆で築くやさしいまち ・ ちょうどいい田舎まち

・ 新しい可能性を創造できるまち

○ 集落法人が多い ○ 自然が豊かである ○ インフラの整った田舎

△ 観光資源のブラッシュアップ，つなぎあわせ不足 ○ 災害が少ない ○ インターネット環境が充実している

△ 商工業を担う人材の不足 ○ 事件が少ない ○ 都市機能がそれなりにある

△ 空き店舗の増加 ○ 水道・下水道がある ○ 中国地方の中心である

△ 商店街の衰退 ○ 高速道路網の充実，鉄道の存在 ○ 県内主要地へ１．５時間で行けるアクセスの良さ ・ 理想のまちの姿（市民まちづくり塾）

△ 若者の働く場・仕事がない ○ ケーブルテレビがある △ 空き家の増加

△ 職業の選択肢が少ない △ 自然が活用できず，森林の荒廃が進む ○ 三次市（地域）の良いところ

△ 農業後継者の確保・育成ができていない △ エネルギーの自立が出来ていない （市民まちづくり塾，住民自治組織）

△ 農地の荒廃，耕作放棄地の増加 △ ゴミの量が減らない

△ 農産物のブランドが確立されていない △ 防災意識が低い △ 三次市（地域）の問題のあるところ

△ 消防団員がいない （市民まちづくり塾，住民自治組織）

△ 生活交通が利用しにくい

△ 買い物困難者の増加 ● 優先度が高い項目（市民アンケート）

▲ 観光地へ多くの観光客が訪れている △ 下水道が普及できていない

● お店が多く買い物がしやすい ▲ 満足度が比較的低い項目（市民アンケート）

● 事業所が多く働くところがある ● 交通の便利がいい

※　記載内容は市民まちづくり塾，住民自治組織，
市民アンケートからいただいた意見の一部です。


